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（１） 事業者名及び代表者名

東京電機工業株式会社

代表取締役社長　諏訪　良介

（２） 所在地

本　社 兵庫県姫路市網干区新在家３５５－２

ダイセル網干工場　現場事務所 兵庫県姫路市網干区新在家１２３９

ダイセル播磨工場　現場事務所 兵庫県たつの市揖保川町馬場８０５

（３） 環境保全関係の責任者

責任者 代表取締役社長　　諏訪　良介

同補佐 　　　取締役会長　　諏訪　芳一

TEL　：０７９－２７２－０２７２

（４） 事業内容

電気工事・計装工事

電気機器修繕

分電盤・制御盤製作

（５） 事業の規模

（６） 実施体制図

　

　

年　　　商 ２億８，８６２万円（２０２２年度）

環境経営管理責任者

環境経営管理責任者補佐

工場・事務所敷地面積

全　　　　社

本　　　　社

ダイセル網干工場　現場事務所

ダイセル播磨工場　現場事務所

３，１７０ ㎡

２，６００㎡

４５５㎡

１１５㎡

１３名

５名

５名

３名

従業員数　(役員含む）

事務所
ダイセル播磨

工事現場

Ｐ２

電気機器修繕・製作
本社工場

工事部門
諸口工事現場

ダイセル網干
工事現場

１．組織の概要（２０２２年度）



全従業員

（７） 事業年度　４月　～　翌年３月

２．認証登録の対象範囲

（１） 認証・登録事業者 東京電機工業株式会社

（２） 対象事業所 本社、網干工場現場事務所、播磨工場現場事務所

（３） 事業活動 電気・計装工事、電気機器修繕、分電盤・制御盤製作

部門責任者 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営ｎ活動計画の実施と、達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営方針を理解し、環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営目標・環境経営活動実施計画書の作成

・環境経営関連法規等チェックリストの作成

・環境への負荷と取組の自己チェックの実施

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営活動実施計画の実績集計

・年間教育訓練計画の作成

・年間教育訓練計画の記録

・経営資源の提供

・環境経営管理責任者を補佐し、多忙の場合は、代理でその任を行う。

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムを構築し、実施・管理

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

環境経営管理責任者

環境経営管理責任
者補佐

Ｐ３



３．環境経営方針

１．

２．

３．

４．

　①　使用実績の適切な把握

　②　適切な維持管理

（２）　資源の循環

環　　境　　経　　営　　方　　針

制定　：

確認　：

２００６年　　４　月　　１　日

２０２２年　　４　月　　１　日

　①　水道水消費量の削減

　①　グリーン購入の推進

　①　自動車のガソリン・軽油消費量

（３）　省資源

環境関連法規や当社が約束したことを守ります。

環境経営目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

具体的な取り組みとして次のことを推進します。

（１）　地球温暖化防止の為の無駄なエネルギー消費の削減

　環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、経営における課題とチャンスの明確化を

定期的に行い、環境経営システムを構築・運用し、全社一丸となって自主的・積極的に環境

保全活動に取り組みます。　

当社のために働くすべての従業員にこの環境経営方針を周知します。

　②　暖房用灯油消費量

　当社の事業活動（電気工事・計装工事・電気機器修繕・分電盤、制御盤製作）における

環境負荷の低減のため、行動指針を次のように定めます。

　①　循環資源（電線・鋼材・プラスチック・紙等）の分別廃棄

　②　循環資源の有効利用

　③　一般廃棄物及び産業廃棄物の削減

代表取締役社長 　　諏訪　良介

Ｐ4

（５）　化学物質の適切な維持管理

（４）　施工及び提供する製品における環境配慮

　③　電気の使用量

東京電機工業株式会社



４．環境経営目標と実績値

１．省エネル
ギー

山田　順一

2022年度
889

2019年度

600

４）軽油の削減

2019年度

電力の
使用量
(kWh)

ガソリンの
使用量

(L)

0
141
84

森下　浩貴

各部門の
環境責任

者

2022年度

2019年度
2020年度

11,329

基準値(2005年度)
2022年度

5,670

4,774
2021年度

5,089

8,730
・燃費のチェック基準値(2005年度) 9,089

5,089

2021年度

4,807
・無人の時は消火

8,855
9,562

4,774

8,855

2020年度 793
各部門の
環境責任

者
３）灯油の削減

141
84

各部門の
環境責任

者
2020年度
2021年度

889
585
516

1,056

基準値(2005年度)
585

2021年度

0

716
2022年度

灯油の
購入量

(L)

基準値(2010年度)
100

0

１）グリーン購
入の推進

100

塗料
シンナー
購入量

(kg)
2022年度 3.35

3.35

1．電力の低減
実行項目環境経営目標環境経営方針

  当社は、"請負業”が主体です。環境経営目標につきましては、前年度の実績値を、”当年度の目標値”に設定し

　活動を行っています。2022年度の目標値は、2021年度の実績値を目標値としました。（数値は、全社トータル値です。

17,198

環境管理
責任者

２．ガソリンの無駄な
　使用の削減

18,404
17,945

2019年度
2020年度 17,148

３．灯油の削減

17,945
27,269

二酸化炭素
排出量

(kg-CO2)

目標値
基準値(2005年度)

11,329
11,244

諏訪　早苗

工場

事務所

実績値

17,148

二酸化炭素排出
量の削減

責任者 年度基準項目

1．一般廃棄物の削減
0

２）ガソリンの無
駄な使用の削

減 5,033

17,198
15,222

5,033

基準値(2005年度) ・無人時の消灯
・クーラー使用の低減

・相乗り励行
・不要物を載せない

１）電力の低減 9,562

2021年度
2022年度

12,584
2019年度
2020年度

・ウォームビズの推進793

・無駄に使用しない

2．産業廃棄物の削減

0.15
基準値(2005年度)

水道水の削減
水道使用
量　　(㎥) 31.8

　３）有価物処
理量の削減

2022年度

・雨水の活用

2020年度

3.030.60

0.16

・トイレの漏水対策

13.40
13.90

0.81

・コピー間違いの低減
工場

28.9

環境管理
責任者

27.222019年度
基準値(2005年度) 3.32

2020年度

軽油の
購入量

(L)

27.22

0.15
2021年度
2022年度

0.16
0.16

0.21
0.16

14.66
17.75 14.42

716

４．施工及
び提供する
製品におけ
る環境配慮

３．省資源
2019年度 40.7

環境管理
責任者

２．資源の
循環

廃紙量
　１）一般廃棄
物の削減

　２）産業廃棄
物の削減

産業廃棄
物の発生

量　　　　(t)

各部門の
環境責任

者

廃棄物の削減

0.16
0.16

2020年度
2021年度

2022年度

2020年度

35.21

100

事務所
森下　浩貴

2021年度
2022年度

購入率
（％）

21.40

100.00

有価物の
発生量

(t)

各部門の
環境責任

者
2020年度
2021年度

基準値(2005年度) 0.00

5.66
5.66

23.712019年度

38.0

100

.

13.90

0.60

2021年度 100

31.802022年度

32.640.7
32.6

基準値(2005年度) 3.11 ・端尺材利用の徹底
14.562022年度

2021年度

廃棄物の
発生量

(t)
14.66
17.75

諏訪　早苗

2019年度

・産廃の教育
14.56

・ムダの少ない寸法取り

100

・漏水のチェック45.0
基準値(2005年度)

3.03

11.352019年度
2020年度

1002019年度
・再生紙の購入率拡大

基準値(2010年度) 10.56 ・使用実績の適切な把握
使用実績の適
切な把握と維
持管理

環境管理
責任者

4.47

1.88
2020年度 1.88

・コピー前にコピー機の設定確認

・節紙の徹底

・分別廃棄物の明確化
21.40 ・分別廃棄の意識付け

4.47
2021年度

2019年度 9.23

4.57

Ｐ５

５．化学物
質の適切な
維持管理



５．環境経営計画

３．省資源

・水道水の削減

　

　

　

③産廃の教育

・2022年度の活動の目標値は、2021年度の実績値を目標値として、活動を行った。

・主な活動内容は、以下のとおり。

１．省エネルギー

２．資源の循環

〔廃棄物の削減〕

１）一般廃棄物の削減

１）グリーン購入の推進 ①再生紙の購入率拡大

③コピー前にコピー機の設定確認

①トイレの漏水対策

③雨水の活用

４．施工及び提供する製品における環境配慮

２）産業廃棄物の削減

３）有価物処理量の削減

②コピー間違いの低減

②漏水のチェック

②分別廃棄の意識付け

・使用実績の適切な把握

・適切な維持管理

①分別廃棄物の明確化

〔二酸化炭素排出量の削減〕

１）電力の低減

５．化学物質の適切な維持管理

①端尺材利用の徹底

②ムダの少ない寸法取り

①節紙の徹底

２）ガソリンの無駄な使用の削減

３）灯油の削減

４）軽油の削減

Ｐ６



６．環境経営目標の実績

（注記）

2022年度

当社に於ける環境経営目標と実績は、次の通り。

15,222

585
化石燃料

0

灯油

ガソリン

（目標）

15,22217,198

合計

－

(達成率）（単位） （実績）（目標）

ｋｇ-ＣＯ2 2,776

2024年度 2025年度

（目標） （目標）

12,446 12,446

101.4% 8,730

2,776

113.0%

2023年度

ｋｇ-ＣＯ2

8,730

　項　　目　　　　　　　　　年　　度

2,816

廃棄物排出量 14.36

99.3%

8,855

14,380

一般廃棄物

合計

13.40

－

－

0.152

トン

トン

17.75

kWh

軽油

電力

☆　当社は、請負仕事であり、その内容、量によってＣＯ2・廃棄物の量が変わり、
目標値を設定しにくいので、前年度の実績値を目標値としている。

28.90

有価物の処理量

kg 4.57

100

31.80

4.57化学物質使用量

110.0%

◎化学物質の使用は、塗料・錆び止め・シンナーであり、その内訳はは、キシレン、1.2.4-トリメチルベンゼ
ン、1.3.5-トリメチルベンゼンなどである。

100再生紙購入率拡大 ％ 100

◎二酸化炭素排出量は、13％減少した。
☆電力、灯油、上水ともに、減少したが、ガソリンが若干増加し、軽油の使用は無かった。

14.56

㎥

Ｐ７

73.3%3.35

目標とする目標とする合計

トン

トン

－

－

108.7%13.40

－

13.40

産業廃棄物

14.56

100%

◎CO2排出係数： 電力 0.318kg-CO2/kWh（関西電力２０１９年度）、灯油 2.49kg-CO2/L、

　ガソリン 2.32kg-CO2/L、 軽油 2.58kg-CO2/L

水道水使用量

2024年度

実績を

4,807L

L

113.4%L

115.5%

0.157

－－トン

103.3%

123.6%

トン

トン再生利用

0.81375.5%

101.4%

その他
（単純焼却）

0.157 0.152

－

0.81

2023年度

実績を

716

紙
（再生利用）

－

14.36

0.152

ｋｇ-ＣＯ2

516

埋立・焼却
等

28.90

3.03トン

4,774

516

4,807

二酸化炭素排出量

◎コピー紙は再生紙の購入を心掛けているが、その他の紙類については記録が不十分である。



７．環境経営計画の取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

①地球温暖化防止の為の無駄なエネルギー消費の削減

②資源の循環

１．廃棄物の削減

③省資源

④施工及び提供する製品における環境配慮

　１　グリーン購入の推進

・再生紙の購入率拡大 ☆低公害車への切替

⑤化学物質の維持管理

☆再生紙の購入継続

☆コピー間違いの低減

☆分別廃棄の励行

☆無駄な予備取りの低減へ
の意識付け

・ほぼ１００％の購入
・コピー紙は全てエコ製品を購入して
いる。

・照明、エアコンの無人時の消灯が
定着してきており、前年度とほぼ同
じ。

・低燃費車の導入が進んでいるた
め、消費量は減少してきている。
・燃費の記録はされている。

・無人時の消火は定着している。

3.3％の減少。
・コピー間違いの低減

・コピー前にコピー機の設定確認

・分別廃棄物の明確化

・分別廃棄の意識付け

・産廃の教育

・節水及び漏水のチェック

・井戸水の活用

２．有価物の処理量の削減

　１　一般廃棄物の削減

　２　産業廃棄物の削減

　1　水道水消費量の削減

・節紙の徹底
・達成率103.3％

・達成率108.7％

・大幅に減少

・達成率110％

次年度の取り組

☆無人時の消灯の徹底・継続

評　　　　　価

・マニフェストの管理は出来ている。

昨年度の電線類の処分が多かった。

本年度も、節水が良くできている。

☆コピー前のコピー機の設
定確認の励行

☆産廃教育を継続し、分別
廃棄、及び廃棄物低減への
意識を高める

☆使用量の記録を継続し漏
水のチェックを継続

13％減少しているが、軽油の使用が
無かったのが大きく、電気・灯油の使
用量も減少している。ガソリンは若干
増加している。

・達成率113％ ☆下記の通り

☆ウォームビズ推進の続行

☆無人時の消火の徹底・継
続

☆裏紙の使用等節紙の徹
底

・増加

・決めた場所に適切に保
管

・工事における使用量の増加のため

・保管状況に問題なし

Ｐ８

　１　使用実績の適切な把握

　２　適切な維持管理

☆使用した製品に含まれる
化学物質の把握

☆法に準拠した保管場所の
確保と保管

・ウォームビズの推進

取組み結果

・達成率101.4％

ガソリン達成率99.3％

・達成率113.4％。

取　　組　　計　　画

　１．二酸化炭素排出量

・下記の通り

　２．電気の使用量

・無人時の消灯

☆燃費を着実に記録し、
チェックの続行

☆エコドライブの励行を続行

☆井戸水・雨水の活用を検
討

　３．ガソリン・軽油使用量

　４．灯油の購入量

・燃費のチェック

・エコドライブの励行

・無人時は、消火



８．環境関連法規制等の順守状況

　　(1)環境関連法規等の順守状況及び評価結果

　　(2)違反訴訟等の有無

適用外で有るが、灯油(200L)の保管管理は
出来ている。

コピー紙は再生紙を購入し、社有車も省エネ
車に切り替えている。

④フロン排出抑制法にて点検の対象となる第一種特定機器は保有していない。

③塗料・シンナーは、施錠できる保管庫に保管している。

ＰＲＴＲ法　

　　　・過去４年間にわたり違反や訴訟もなく、環境上の苦情も無し。

Ｐ９

順守すべき要求事項

コピー紙、社有車のグリーン購入努力義務

①当社では、ガソリンの保管は無く、灯油の保管量も最大２００Lであるが、関係者の意識高揚を図るため維
持管理している。

②一般廃棄物の保管場所を確保し、その掲示を実践中。

適用外で有るが、維持管理に努めている。

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理

塗料・シンナーの適正管理

評　　　価

適正に処理している。

産業廃棄物の運搬・処理業者との契約

マニフェストの確実な管理

確実に契約されている

A～E表まで確実に管理されている

廃棄物処理法

適用される法令名

グリーン購入法

消防法（危険物）
灯油（１０００Ｌ以上）・ガソリン（２００Ｌ以
上）の１～１／５の保管は、少量危険物
保管の届出



９．代表者による全体の評価と見直し・指示結果

作成者　：　諏訪　芳一 作成日　　　

<総括コメント>

〈評価内容〉
適切性　：　変化している周囲の状況等にＥＭＳは適切か。
妥当性　：　ＥＡ２１ガイドラインの要求事項に妥当か。
有効性　：　継続的改善及び順法性の確保等に有効か。

電気・水道の使用量は、昨年に続いて
減少している。灯油の使用量も、減少し
た。ガソリンの使用量は、若干増加して
いるが、昨年と同じで、低い値で推移し
ている。

３．電気の使用量の目標値は、前年度
との比較値を参考に活動を続行。

４．産廃の記録を、続行。

６．水道のメーターと電気のメータの検
針記録担当を石見元希で続行

　　・グリーン購入の推進２．是正及び予防処置の状況について

１．燃費チェックを続行。
２．灯油の使用量の記録を続行。

３．前回までの指摘事項の改善他について

変更の必要性　：　　有　・　無

〔環境経営目標・環境経営計画につい

　　◎修正済み。

１．電気の使用量は、前年度実績値に対して1.4％減少

５．紙の購入量の記録がない。

８．化学物質の使用量の把握を続行。

変更の必要性　：　　有　・　無

現体制に問題は無いので、続行する。

変更の必要性　：　　有　・　無

〔実施体制の現況）

Ｐ１０

　◎苦情や要請は、発生しなかった。

２．法的要求事項の動向
　◎当社に適用される法的要求事項は無いと思われる。

　◎特になし。 変更の必要性　：　　有　・　無
３．その他

来期も新入社員が増えるため、ea21活動の意義と効果を教育し、無駄を減らす意識を啓発していく。

紙の購入時は、グリーン指定を確認する。１．外部コミュニケーションについて

５．一般廃棄物の記録表を続行。

〔環境経営システムの各要素について〕〔周囲の変化状況〕

７．再生紙の購入率を１００％を続行。

〔環境経営目標の達成度〕

〔システムの各要素について〕

〔環境経営目標について〕

2.各現場：客先の指導もあり、適切に処理されて
いる

〔実施体制の見直し〕

1.本社：電気、水道、ガソリン、軽油、資材等の購
入物に関しては、良く記録されているが、グリーン
購入物に関する記録が不十分になっている。産
廃に関する記録もできている。

１．法的要求事項の順守状況について

　　◎消火器の設置場所の掲示もできている。

　　◎廃材保管場所等の掲示できている。
　◎従来の項目は、来期も続行。

2023年5月25日

〔取組状況の評価結果〕

（環境管理責任者） （代表者）

見直しに必要な情報 コメント・提案

◎建設業者向けガイドライン２０17年版
に従い、施工及び提供する製品におけ
る追加した環境経営配慮の項目の検証
が必要。

〔 環境経営方針について〕

変更の必要性の有無・指示事項

〔 環境経営方針について〕

３．灯油の使用量は、前年度実績値に対して13.4％減少

４．水道水の使用量は、前年度実績値に対して
10％の減少。

２．ガソリンの使用量は、前年度実績値に対して
0.7％増加。
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